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困難を伴う場合が多い。従って、計算効率に優れた崩壊解析法である理想化構造要素法（Idealised Structural Unit 
Method）の開発が望まれている。これまでの ISUM の開発に関する研究においては、ISUM 板要素と防撓材に相当
する梁要素を組み合わせた防撓パネルモデルを構築し、このモデルを用いて船体構造の１トランス間をモデル化する






 当システムの開発に先立ち、二重底構造の崩壊解析に用いる ISUM 要素について、次の⑴～⑶に示す改良及び開発
を行った。 









― 742 ― 
 次に、ISUM による二重底構造の崩壊解析システムを開発した。二重底構造の船底外板及び内底板の防撓パネルに
は、従来の梁要素と ISUM 板要素の組み合わせを用い、ガーダ及びフロアには、桁構造用に今回開発した ISUM 要
素を適用した。本システムでは、二重底構造の主要目を入力することで、自動的にモデルを作成し、比較的短い時間
で解析を実行し、変形図等の解析結果を出力する。また、本システムによる二重底構造の崩壊解析の精度を確認する




論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 通常、構造体の最終強度を推定するためには、非線形 FEM による崩壊解析を実施する必要があるが、コンピュー
タの計算速度や容量等の問題により、困難を伴う場合が多い、そのため、計算効率に優れた崩壊解析法である理想化












は従来の梁要素と ISUM 板要素の組み合わせを用い、ガーダ及びフロアには今回開発した新 ISUM 要素を適用して
いる。本システムでは、二重底構造の主要目を入力すれば自動的に解析モデルを作成し、比較的短時間で解析を実行
し、変形図等の解析結果を出力することが出来る。さらに、二重底モデルに対して非線形 FEM 解析を実施し、荷重
～変位関係、変形図、応力分布図等の詳細な比較を行い、ISUM により二重底構造の崩壊挙動が精度よく推定ができ
ることが確認されている。また同時に、詳細な解析結果の観察より、二重底構造の崩壊メカニズムとして、主として
上下方向荷重による桁端部の剪断降伏崩壊、曲げ崩壊、主として水平方向荷重による圧壊があることを確認している。 
 以上のように、本論文は船体構造の安全性確保のために必要な最終強度解析のための新しい解析手法を提案するも
のであり、社会に貢献するところ大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
